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【まとめ】 

 本研究は、高齢期の視聴覚機能低下による認

知機能の低下を緩衝する因子を明らかにする

ことを目的とした。地域高齢者の縦断データを

収集し、解析した結果、好奇心が強いこと（開

放性）、余暇にパソコンを使うこと、多様な種

類の余暇活動を行うことは、聴力や視力が低下

した後も、認知機能を高く維持するために効果

的であることが明らかになった。視力低下につ

いては、エクササイズも認知機能の維持に効果

的であった。 

 

1．研究の目的 

 視力や聴力は、外界の刺激を脳に取り入れる

重要な役割を担っている。加齢にともなう視聴

覚機能の低下は、入力情報の不足やエラーを招

くことから、認知処理が不活性化し、高齢期の

認知機能の低下を引き起こす可能性があると

指摘されている。 

一方、視力や聴力が低下しているにも関わら

ず、認知機能を高く維持している高齢者が存在

することから、視聴覚機能の低下がその後の認

知機能の低下に及ぼす影響には、検討するべき

重要な個人差があると考えられる。 

本研究課題では、高齢期において視聴覚機能

が低下してもなお、認知機能を高く維持するた

めに効果的な心理社会的特性や余暇の活動を

明らかにすることを目的とした。 

 

2．研究方法と経過 

2-1．概要 

本研究は、「国立長寿医療研究センター・老

化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）」に

おいてこれまでに蓄積されてきた縦断データ

と、本研究期間内に新たに収集した追跡データ

を用いて行われた。 

NILS-LSAは、1997 年 11 月に開始された、

日本人の老化・老年病に関する学際的なプロジ

ェクトである。2012 年 7 月までに、2 年間隔で

7 回の縦断調査（第 1～7 次調査）を完遂し、

本研究期間を含む 2013 年 10 月から 2016 年 2

月にかけて第 8 次調査が行われた。対象者は、

国立長寿医療研究センター近隣の地域住民か

ら性・年代により層化無作為抽出された初参加

時 40～79 歳の地域在住中高年者であり、追跡

期間中の脱落者分については、同性・同年代の

者を新たに補充してきた（第 8 時調査では新し

い対象者の補充は行っていない。また、80 歳

以上の脱落者については補充していない）。 

 NILS-LSAは、国立長寿医療研究センター倫

理・利益相反委員会の承認を受けて実施されて

おり、参加者から文書による参加の同意を得て

いる（Shimokata et al., 2000）。 

 

2-2  追跡データの収集 

本研究期間内の 2015 年 4 月 1 日～2016 年 2

月5日に、NILS-LSA第8次調査の一貫として、

60 歳以上の高齢者 373 名の知能・認知機能に

関するデータを収集した。具体的には、臨床心

理士あるいは訓練を受けた心理学専攻大学院

生による個別面接において、ウェクスラー成人

知能検査改訂版簡易実施法（WAIS-R-SF: 小林

他，1993）、Mini-Mental State Examination

（MMSE: Folstein et al., 1975）を施行した。な

お、WAIS-R-SF については、現在もデータク

リーニング作業を行っていることから、本研究

報告では MMSE 検査を認知機能の指標として

用いた解析の結果を報告する。 

 

2-3 横断解析 

横断解析には、心理社会的特性・余暇活動の

変数を最も多く収集している第 5 次調査のデ

ータを用いた。なお、本研究では、聴力低下は

標準純音聴力検査（500・1000・2000・4000Hz）

の良聴耳平均聴力レベルが 25dB 以上の場合、

視力低下についてはいずれかの眼の矯正視力

が 0.7 未満の場合とした。また、MMSE の得点

（得点範囲 0～30）が 27 点以下を認知機能低



下あり、とした。 

まず、視聴覚機能が低下してもなお、認知機

能を高く維持している者の特徴を明らかにす

るために、聴力低下、視力低下を有する高齢者

を解析の対象として、認知機能低下（MMSE

≦27）の有無を結果変数、表に示す心理社会的

特性・余暇活動を説明変数、年齢・性・教育歴

（9 年以下/10 年以上）を調整変数とする多重

ロジスティック回帰分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 縦断解析 

 縦断解析では第 5 次調査をベースラインと

し、第 5～7 次調査の蓄積済みのデータに加え

て、本研究期間内に新たに収集した第 8 次調査

のデータを合わせて解析を行った。 

聴力低下あるいは視力低下はあるものの、認

知機能を高く維持している者（MMSE≧28）が、

その後も認知機能を維持し続けるための因子

を明らかにするために、一般化推定方程式を用

いた解析を行った。具体的には、追跡調査（第

6～8 次調査）における認知機能低下（MMSE

≦27）の有無を結果変数、上述の横断解析にお

いて認知機能低下と有意な関連を示した心理

社会的特性・余暇活動を説明変数、年齢・性・

教育歴（9 年以下/10 年以上）・追跡年数を調整

変数としたモデルを検討した。 

なお、解析には SAS9.3 を用い、p<.05 を統

計的有意としている。 

 

3．研究の成果 

3-1 横断解析の結果 

 NILS-LSA の第 5 次調査に参加した 60 歳以

上の 1279 名のうち、聴力低下者は 589 名（平

均年齢 73.9±6.6 歳、年齢範囲 60～88 歳、男

性 330 名、女性 259 名）、視力低下者は 300 名

（平均年齢 74.8±6.6歳、年齢範囲 60～88歳、

男性 148 名、女性 152 名）であった。なお、

聴力、視力ともに、認知機能低下と有意な関

連があり（共に p<.001）、聴力や視力が低下し

ている場合には、認知機能低下を示す割合が

高かった（年齢を調整しても同様の結果を示

した）。  

 

聴力低下者における、認知機能と心理社会的

特性・余暇活動との関連 

 聴力低下者 589 名のうち、認知機能を維持

している者（MMSE≧28）は 295 名（50.1％）、

認知機能が低下している者（MMSE≦27）は

294 名（49.9％）であった。年齢と認知機能に

は有意な関連があり（p<.001）、年齢が高いほ

ど認知機能低下の割合が高かった。認知機能

と性に有意な関連は認められなかったが、認

知機能と教育歴には有意な関連があり

（p<.001）、高い教育歴を有する場合には、認

知機能を高く維持する割合が高かった。 

 年齢・性・教育歴を調整した多重ロジステ

ィック回帰分析を行った結果、心理社会的特

性では、「開放性（p<.001）」「対人ネットワー

ク：親密度中（p<.05）」「対人ネットワーク：

親密度低（p<.05）」が有意な効果を示した。す

なわち、聴力が低下しても認知機能を高く維

持するためには、新しい経験に開かれていて

好奇心が強いという開放性の特性や、知人・

近隣の人・社会活動の仲間などの比較的変動

しやすい対人ネットワークの豊富さが効果的

である可能性が示された。 

一方、余暇活動では、「読書（p<.05）」「クイ

ズ・クロスワードパズル（p<.05）」「集団での

討論（p<.05）」「創作（p<.05）」「パソコン

（p<.001）」「個人競技（p<.05）」「エクササイ

ズ（p<.05）」「旅行（p<.01）」が有意な効果を

示し、聴力低下があってもこれらの余暇活動

を行っている場合には、認知機能を高く維持

表　視聴覚機能の低下が認知機能の低下に及ぼす影響を
緩衝する心理社会的特性・余暇活動【候補要因】
～このような心理社会的特性をもっていたり余暇活動を行っていれ
ば、聴力や視力が低下しても、認知機能を高く維持できるか～

心理社会的特性

　抑うつ　（CES-D: 島, 1985）

　自尊感情 (Rosenberg, 1965)

　生活満足度 (LSI-K: 古谷野, 1987)

　神経症傾向 (NEO-FFI: 下仲他，1999)

　外向性 (NEO-FFI: 下仲他，1999)

　開放性 (NEO-FFI: 下仲他，1999)

　調和性 (NEO-FFI: 下仲他，1999)

　誠実性 (NEO-FFI: 下仲他，1999)

　対人ネットワーク：親密度高 （Kahn & Antonucci, 1993）

　対人ネットワーク：親密度中 （Kahn & Antonucci, 1993）

　対人ネットワーク：親密度低 （Kahn & Antonucci, 1993）

余暇活動　（西田他，2011）

　読書
　物を書く（日記・楽しみのための執筆など）
　クイズ・クロスワードパズル
　盤ゲーム・カードゲーム
　集団での討論（勉強会や集会など）
　創作（書道・絵画・写真・和裁など）
　芸術鑑賞
　パソコン
　個人競技（テニス・ゴルフなど）
　エクササイズ（体操・ヨガ・ダンスなど）
　ウォーキング
　庭仕事
　旅行
　余暇活動の多様さ
※余暇活動の多様さは、13項目の余暇活動のうち、いくつの活動を行って
いるかで評価した。解析では、3分位点を用いて群分けした。

※抑うつは無（CES-D≦15）、有（CES-D≧16）とした。余暇活動は、各項目
の度数分布を確認後、2群あるいは3群に分類した。その他の変数は、連続
変量として解析に用いた。



していることが明らかとなった。また、「余暇

活動の多様さ」も有意な効果を示し（p<.001）、

多様な種類の余暇活動を行っているほど、認

知機能を高く維持できる可能性が示された。 

 

視力低下者における、認知機能と心理社会的

特性・余暇活動との関連 

 視力低下者 300 名のうち、認知機能を維持

している者（MMSE≧28）は 150 名（50.0％）、

認知機能が低下している者（MMSE≦27）は

150 名（50.0％）であった。年齢と認知機能に

は有意な関連があり（p<.001）、年齢が高いほ

ど認知機能低下の割合が高かった。認知機能

と性には有意な関連はなく、認知機能と教育

歴には有意な関連があり（p<.001）、視力が低

下していても高教育歴の場合には、認知機能

を高く維持している割合が高かった。 

年齢・性・教育歴を調整した多重ロジステ

ィック回帰分析の結果、心理社会的特性では、

「開放性（p<.05）」「対人ネットワーク：親密

度高（p<.05）」「対人ネットワーク：親密度低

（p<.05）」が有意であった。すなわち、好奇心

が強いという特性や、家族などの基本的な人

的資源に加えて変動しやすい対人ネットワー

クの豊富さが、視力が低下しても認知機能を

維持するために効果的である可能性が示され

た。一方、余暇活動では「物を書く（p<.05）」

「パソコン（p<.01）」「エクササイズ（p<.05）」

「ウォーキング（p<.01）」が有意な効果を示し、

これらの余暇活動を行っている場合には、視

力が低下しても認知機能を高く維持している

傾向が示された。また、「余暇活動の多様さ」

も有意であり（p<.01）、多様な余暇活動を行っ

ているほど、認知機能を高く維持できる可能

性が示された。 

 

3-2 縦断解析の結果 

聴力低下者における、その後の
．．．．

認知機能低下

と心理社会的特性・余暇活動との関連 

NILS-LSAの第 5 次調査（ベースラインとす

る）において、聴力低下を示すが認知機能を

高く維持（MMSE≧28）していた 295 名（平

均年齢 72.8±6.6 歳、年齢範囲 60～88 歳、男

性 156 名・女性 139 名）のうち、2 年後の第 6

次調査に参加した者は 177 名（認知機能低下

者（MMSE≦27）は 70 名）、4 年後の第 7 次調

査に参加した者は 148 名（認知機能低下者は

67 名）、6 年後の第 8 次調査に参加した者は 99

名（認知機能低下者は 63 名）であった。 

 追跡調査での認知機能低下（MMSE≦27）の

有無を結果変数、上述の横断解析で有意な効果

を示した心理社会的特性・余暇活動を説明変数

とし、年齢・性・教育歴・追跡年数を調整した

一般化推定方程式を検討した結果、「開放性

（p<.001）」「パソコン（p<.001）」「余暇活動の

多様さ（p<.05）」が有意であった。 

開放性得点の 1 標準偏差（4.47）増加に伴う

認知機能低下のオッズ比を計算すると、0.69

（95％信頼区間: 0.55-0.87）であった。また、

余暇の時間にパソコンを使わない群を基準と

すると、パソコンを週 1 回以上使う群の認知機

能低下のオッズ比は 0.41（95％信頼区間 : 

0.25-0.68）であった。さらに、余暇活動の種類

の少ない群（年 1 回以上行う活動が 5 以下）を

基準とすると、余暇活動の種類の多い群（年 1

回以上行う活動が 9 つ以上）の認知機能低下の

オッズ比は 0.56（95％信頼区間: 0.31-0.99）で

あった。 

 

視力低下者における、その後の
．．．．

認知機能低下

と心理社会的特性・余暇活動との関連 

NILS-LSAの第 5 次調査（ベースラインとす

る）において、視力低下を示しているが認知

機能を維持していた 150 名（平均年齢

73.75±6.7歳、年齢範囲 60～88歳、男性 73名、

女性 77 名）のうち、2 年後の第 6 次調査に参

加 した 者は 92 名（ 認 知 機 能低 下者

（MMSE≦27）は 32 名）、4 年後の第 7 次調査

に参加した者は 80 名（認知機能低下者は 28

名）、6 年後の第 8 次調査に参加した者は 44 名

（認知機能低下者は 32 名）であった。 

 追跡調査での認知機能低下（MMSE≦27）の

有無を結果変数、上述の横断解析で有意な効果

を示した心理社会的特性・余暇活動を説明変数

とし、年齢・性・教育歴で調整した一般化推定

方程式を検討した結果、「開放性（p<.05）」「パ

ソコン（p<.01）」「エクササイズ（p<.01）」「余

暇活動の多様さ（p<.05）」が有意であった。 

開放性得点の 1 標準偏差（4.29）増加に伴う

認知機能低下のオッズ比は、0.70（95％信頼区

間: 0.48-0.99）であった。余暇の時間にパソコ

ンを使わない群を基準とすると、パソコンを週

1 回以上使う群の認知機能低下のオッズ比は

0.41（95％信頼区間:0.16-0.99）であり、エクサ

サイズをしない群を基準とすると、週 1 回以上

エクササイズを行う群の認知機能低下のオッ

ズ比は 0.43（95％信頼区間 0.23-0.81）であった。

さらに、余暇活動の種類の少ない群（年 1 回以

上行う活動が 5 以下）を基準とすると、余暇活

動の種類の多い群（年 1 回以上行う活動が 9

つ以上）の認知機能低下のオッズ比は 0.37

（95％信頼区間: 0.16-0.88）であった。 



3-3 結果のまとめ 

 以上の結果のまとめを図に示す。 

 横断解析の結果から、聴力、視力の低下に共

通して認知機能の低下を緩衝する可能性のあ

る因子として、「開放性」「対人ネットワー

ク：親密度低」「パソコン」「エクササイズ」「余

暇活動の多様さ」が見出された。これらの因子

のうち、「開放性」「パソコン」「余暇活動の多

様さ」「エクササイズ（視力の低下に対しての

み）」は、縦断解析においても有意な効果を示

しており、好奇心が強いこと、余暇に週 1 回以

上パソコンを使うこと、多様な種類の余暇活動

を行うことは、聴力や視力が低下した後も、認

知機能を高く維持するために効果的であると

考えられた。視力低下については、週に 1 回以

上のエクササイズを行うことも、認知機能の維

持に効果的であることが示された。 

一方、縦断解析では有意な効果が得られなか

ったものの、横断解析では、聴力が低下してい

ても、余暇の時間に「読書」「クイズ・クロス

ワードパズル」「集団での討論」「創作」「個人

競技」「旅行」を行っている高齢者、視力が低

下していても、「物を書く」「ウォーキング」を

行っている高齢者は、認知機能を高く維持して

いることが示された。 

 

4．今後の課題 

 日本が活力ある高齢社会を目指すには、高齢

者の自立した暮らしや積極的な社会参加が重

要であり、個人の認知機能はそれを支える重要

な資源である。本研究の成果は、視聴覚機能の

低下を有する高齢者が、認知機能を維持して、

より良く過ごすための方策を示したと言えよ

う。以下の点は今後の課題としたい。 

 まず、今回の解析では、全般的な認知機能を

測定する MMSE を知的な能力の指標とした。

しかしながら、知的な能力には、知識力、記憶

力、情報処理能力など、さまざまな側面がある。

今後は、複数の下位検査を含む WAIS-R-SF を

知的な能力の指標とした解析を進める。 

また、今回の解析では、聴力低下、視力低下

を有する高齢者のみを主な解析対象とした。し

たがって、今回示した心理社会的特性や余暇活

動の認知機能低下を緩衝する効果が、聴力や視

力が低下した場合により、効果を発揮するのか

どうかを明確ではない。今後は、視聴覚機能の

低下を有しない高齢者を解析に含める、あるい

は、視聴覚機能の変化をもモデルに組み込むと

ともに、他の身体的な要因（既往歴や ADL の

状態等）を考慮に入れて解析を行っていく。 

 

5．研究成果の公表方法 

 研究成果を「老年社会科学」（日本老年社会

科学会）に投稿する予定である。 
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